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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
いまからする、お話は全体的に「DX推進」と呼ばれる枠のなかに入るものだと思います。
わたしも、あるとき、業務上「DX推進せよ」とのお話があり、向き合う必要。正直、DXってピンと来なかった。
世の中には、何十年も前から無数のデジタルのシステムが存在し、構築・保守が延々と続けられてきた。
突然、DXという言葉が現れ、なんでもDXすればハッピーになるかのような文脈で語られているように感じられた。
DXとは、なんなのか？単なるバズワードか？この、DXとはなにか、という最初に抱いた気持ちが、これからのお話のキーになっていますので、頭の片隅に置いていていただければと思います。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず、経緯についてお話します。
RPAという自動化ソフトを使い始めたのが2018年ころ
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
つまり・・・
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
成果のあったRPA推進室ですけども、先を見据えて考えなければいけないことがあった。
また、大学全体のDX推進の流れとともに、情報基盤室がDX・情報チームに改組（組織変更）となり、RPA推進室は発展的に解消され、業務運営DX作業部会というワーキング体に活動は移行・継承されることになりました。
わたしが業務的に絡むのは、この移行のタイミングからです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
RPA推進室からDX作業部会へ移行するにあたりコンセプトを変えました。


ZEARFIIBIT5EFHEDX{EDEE

]

1st A5—>

HEEE <= . T\ —NIN

v EERFEIREICLD
RIZWEADL O
F v —RUHAERE

F| v e EHRES
Bl v %E8RHEDOSVAN
#H AEESBIHES UTH

F (¥92,00080FRIHR
DI EETE)

v BHREIRARBNADEH

ZIEEHR - fH@E

S AT LS

Bl EE 2 EERADE
HRi B DI
E7I)LEFIDORER
REDBCRTE

@

REEF] & IBEREPFID @ U
2F & UTRPABEEZNE
SRICEHEEZEDXEREIEN

FIHIIWVY—IVERKE (£
FH)ERARR)
RICEBHEEDXFREPEN

BURSI FHE - EEERERE
SSER (#92,00085RIAIRF)

B & DRI HEHIE T
KB UY —ILDiEER

3rd A7—>

584t - BIEME

TKERER
(EBFEBDMEPENDIER)
BEERN
(F—Z£F50EAFEENAX)
HINF > 2 EF DI
EBICBUesBboES

FBHIDRE - BISUHRICL DT
FIZRRPA;E FHSEEHEK

HBIBERPAD/\—Y HiE{EZiE L
TSI REBIA K

D X AMDIEKIC KD LFHIRERF
EREDHEE

FBICIBUIY —)LiEERA > bD
HEEEM E

BAFBOESE L LEHINF >
#E (HA RSA> - A—F74 >0
HAI%) Dt




KB EEMEERREN 7O Y = 7 MEKSF

WK & F — L - B L ERNITI LU ENR Y
B BF— L - RIB T 2 EBNE BB LE
TS5 EIMicrosoft365tLEENEA XIE - 1%

wE CERENIVWERL XBEENXICHT 2FERe LA (BRBOGFEH. JPIOAAMNH 5RILEH.

REBEE) . LIS —DEERSF

MBI ZANBRLAEVIIEEF — LK BPIICHI0

PowerAutomateDesktop Teams, Forms &
a7 MR
(ORPAH#EE Y = 7 @QFT Iy — L

Javyxzg b

®7;%§7F SREMEL Y —LOBEVHZICET 28T - X8 - @K

RN HENE - T - IORYBRWFICHT 2ARSE

XIEREIX T X ZX/N— RSB, REFRUEL > I —HKITE, DX ERF—LEZTFE




7974674
e @
oy — y
ele
1@
ST S DXIERLA
00_J7MIVER
dlrs= 01_LfAEi
05_bIIBIEHIE
il 10_RPABS:Z(DFH
15_7 9N Y-ILOF)E R PE
7740 25 TEBOEYE (R)
30_Z0ftt
77!

S —B BR T70L 2597 )-1Tv) Reflect RFOAE + eE -~ O
¥ "General" TLHEH [FETLELE: 4 BRI T uy &2 @x iz @
& RIE
2022F9/5H
Wy “General" TREP BRTLEL: 85 158 o ]
BMEOLE-F
I ELR- NSV 0-RT Bl STEIYYILT
— {IZEy

EEX(X. £(ZT101T15 T A DOYRYET S,
SHERICIT(ERTEELDBLNEREAN., )HEREELET,
Fl=. DX EHRF—LOIFRN—FEEEUNBEBRIICE R PERIZL TS,
MROTAIERSESFENLET !

9 HrOER, EfEH: B9 IXRAN—IREE . REFRLE L 2—HTE. DX-1ER
o i F—LENZERELLY . BEEDHYR—bELET !




£2§—€;

LD EBEEDX(EER BRESE | MeENE

YEMET- | AN mE 72 |
CARILT FICFEDEYIRLT ! BT 2A% |
K->TWEHEA _
wiixe
g e g

HABTIAL o |
ZIVY — IV T 0 ) LA
| a0

@%”%
K RPA (PowerAutomate) > T 2 R ILY — JU (MicrosoftOffice36s) |Z & V) EFENEAM S - XIET 5
KYEHIICT KYELL ]
an L FSRNDNTEEEEET v 75— b )
S Y E Sy e s n s A BB L TL 2T DX - 183 F — L

\\
<



[ZEFEEZDXIEESRE] DOFEE) (2022FEFE~)

1FE522207 A XIHF- « - F¥E (4~98B) —» HBEB 74X
T8 (10~38) — EE714M4X

cHB 74X — RPA (PAD) X°AccessD/NV XFA v+ I+ —
OFFICE36ht = +—
UdemyiZl kB4 > 54 v HF
F—LATOF ¥y bHHR—F etc

cEER T AR — FERSCERBOIRBOERENERELA T RILY —ILE
LV(%¢JFT%>

KEFEXSBROBEEN R L L > TER - R

HE - EEOM7 A XRICLY [ERICLVEELANEL,. EIFICAZBTCS]
| BEBOEFRENE] & [AMBER] ommEmZ=ENE L7

WVIE UNIVERSITY

W



EFHLHBREFA AT LTOIMEEEREZFOBEIE

BEMFRZIEIC
FHE SN

REFEBHEZMNE
T TLV/ZERREIIRPATT
R TET DD EHIBR

BAMKGES AN R FHHR - 23
CT/N B EE)) 1ETUEHE¥E Mi—.TUE
Wis  w—— e cﬂg;aéj
FIMGENE
S NEHRZFEERR (AH) S LEERREEEERR (A)
 Excel " EE" AN co-zm

LIF " 143907 e
X EEHREFES LS (BRI

RPAEEE) (LA FEEENE)

iﬂj / nﬁElEE/E :IEI F ﬁ
ERET EEERR (Ah) e ﬁ;
’ _ e L

BRI EER S (R - 2 | BRESEEEWLS (EARD-

SR1ICExce ICKESIRZ " i ANTSI_ETIURTA
AD " 1D EEZERVTOAAIFRPANITOTINS

Z MIE uNIVERSITY



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
財務部の事例。RPAが得意としている「人間の手作業を自動化する」。
それまで「印刷」「確定入力」「伝票作成」「表の出力・印刷」といった作業を自動でRPAに行わせる。
このような業務は、RPAによる自動化の効果が非常に高いと思っています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ひと昔まえは、このようなシステムを作るのに、Webサーバを用意してプログラムを書いてなど、それなりに技能や労力が必要でした。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本学ではここに挙げるような数多くの業務を自動化し、業務DXの実現を図っています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
第二部では、第一部で話をした、「RPA推進室の活動を業務運営DX作業部会に継承する」に際し、考えたこと。
RPA推進室と作業部会はコンセプトを変更した、という話をしましたが、なぜこのようなコンセプトにしたのか、なったのか、ということをお話したいと思います。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
改組で主に情報インフラ管理を担当していた情報基盤室がＤＸ・情報チームに改組になり、RPA推進室の業務を引き継ぎながら、事務でもDXを進めていくことになった。
でも、DXを進めるって、どういうこと？
「DXを進めて！」って言う人に「じゃ、どうやったらDXって進められるんですか？」と聞いても、要領を得ないことが多いのでは？芯を食った答えを聞いたことがない。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
定義が決まっていない、と言われてもなにをすればいいのかがわからないので困る。定義がなければ、なにを目的とし、どこを到着地点としていいのかがわからない。
じゃ、自分たちで定義を作っちゃえばいい。
違う価値観を生み出してハッピーになればいいのだから、いままでのIT化ではできなかったことをしてニーズを満たせばよい。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
いままでできなかったこと、できなかった課題を設定し、それを解決できるような定義を決め、それが新たな価値観を生めばよい。
デジタルでそれができれば（雑な理解ですけども）DXを進めることができた、ということでした。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
課題を解決するために、属人化を避け持続可能な事務業務のデジタル人材を多く育成する。となりました。
ここでデジタル人材についても定義したいと思います。
【デジタル人材の定義】　→　われわれは自律型DX人材と呼ぶことにしました。自分で考え、デジタルで様々なことを解決する人、です。ある作業部会員が名付けました。
こうして、持続可能な事務業務のデジタル化、という課題を解決するために、われわれの行っていくDXを定義しました。定義は「多くの自律型DX人材を育成する」です。
一緒に、行うことについて、目標も定めました。（ほんとは自律型DX人材を100名、とかのほうが目標っぽいんですけども、ここではそこまで厳密に設定しませんでした。測る方法が難しいので）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「DXを進める」といったときの「DX」について、捉えどころがないから、その定義といままでとはちがった価値観を決めちゃおう、という話をしました。
いままでとは違った価値観、いままで出来なかったこととして「持続可能な事務業務のデジタル化」があり、その課題を解決する定義として「多くの自律型ＤＸ人材を育成する」とし、目標は「自律型ＤＸ人材を多く育てる」ことと「デジタル業務改善を進める」こととしました。
また、これらが進んだ先にある、長期的な理想像、いままでとは違った価値観として「自律型DX人材が多く存在することで、IT化の歩みが自動的にすすむ社会になる」となりました。
これらが、大きくまとめるとコンセプトとなりました。このようなコンセプトを元に、業務運営DX作業部会を設定しました。
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